
審  査  意  見 

平成９年２月１４日 

 

土 木 部 長  殿 

地 域 振 興 部 長  

 

 日応寺地区総合整備事業に係る環境影響評価調書について、岡山市長、関係地域住民

及び学識経験者の意見を聴取し、慎重に検討した結果、意見は次のとおりであるので、

調書の修正を行うとともに、事業の実施に際しては、調書で明らかにした環境保全対策

の実施はもとより、環境保全上必要な措置を講ずることとされたい。 

 

記 

１．自然環境保全項目 

(1) 植物 

ア 重要種のヤマトミクリの移植先については、学識経験者の指導を受けて、将来 

にわたり存続するように安定した水位が確保できる場所を選定すること。 

イ 緑化について、乾燥傾向の場所では地元樹木から採取した種子による播種工を 

行うこと。 

ウ 緑地復元樹種としてタムシバ等の郷土樹種の積極的な利用に努めること。 

(2) 動物 

ア 計画地下流の水系において、学識経験者の指導を受けて、水生生物等の生息に 

配慮した多自然型水辺環境の創出を行うこと。 

イ 計画地からの排水の影響を受ける地点において、水生生物のモニタリング調査 

を定期的に行うこと。 

ウ 食餌植物としてヤマモモ、ヤマグワ等の現存木を移植するなど、鳥類の生息環 

境の復元に努めること。 

 

２．景観 

計画地の外周部は適切な緑化を行い、貨物基地は建築物の形態、意匠、色彩につい 

て全体としてまとまりのある景観とするとともに、周辺景観との調和についても配慮 

すること。 

 

３．生活環境保全項目 

(1) 大気質 

工事中の粉じんについて、建設機械の稼動に伴う飛散や強風による裸地面からの 

飛散の防止に特に留意すること。 



(2) 水質 

裸地面の早急な植栽等を行い、濁水の発生を抑えるとともに、水質監視を徹底す 

ること。 

(3) 土壌 

現況調査において、一部の地点で砒素が検出されたことから、工事の実施に合わ 

せて土壌調査を行い、必要に応じ適切な措置を講ずること。 

(4) 騒音・振動 

工事に当たっては、周辺の民家等への騒音の影響を極力低減させるため、低騒音 

型の施工機械の導入等に努めるとともに、工事中、必要に応じ騒音・振動の測定調 

査を実施し、適切な措置を講ずること。  

  また、資材運搬車両については、計画地周辺民家付近での低速走行等に努めること。 

 

４．その他 

(1) 環境管理計画 

工事中及び施設完成後において、当該事業が環境に及ぼす影響を把握するため、 

当部と協議の上、環境管理計画を策定し、予測事項の検証を行い、その結果を事業 

の実施に反映させるなど地域の環境保全に万全を期すこと。 

(2) 工事中の対策 

工事に当たっては、環境保全のための作業マニュアルを作成し、工事関係者に徹 

底すること。 

(3) その他 

公園整備区域の配置計画等が具体化した時点で、その計画による景観等について 

当部と協議すること。



日応寺地区総合整備事業の概要 

及び関係地域住民への周知結果 

 

１．事業計画 

(1) 開発事業の名称  

日応寺地区総合整備事業 

(2) 開発事業者 

岡山県（所管：土木部都市局空港整備室） 

(3) 開発目的  

地域経済の振興と岡山空港の機能拡大、国際化の実現を図るために、航空貨物取 

扱施設（国際線、国内線）を整備するとともに、併せて空港拡張用地、公園などを 

整備する。 

(4) 開発計画の位置及び周辺の状況 

ア 計画地の位置 岡山市日応寺地区 

イ 周辺の状況 計画地は、岡山市中心部から北北西約 13km、倉敷市中心部から 

北北東約 18km に位置し、岡山空港の東側に隣接している。 

(5) 土地利用 

 

現 況（単位：ha (%)） 計 画（単位：ha (%)） 

山 林 

保安林  

田・畑  

原 野 

雑種地 

その他  

合 計 

 ９．３ (20.0) 

 ７．６ (16.4) 

 ６．５ (14.1) 

 ７．３ (15.8) 

 ７．０ (15.2) 

 ８．５ (18.5) 

４６．２(100.0) 

貨物基地整備区域 

公園等整備区域  

拡張用地造成区域 

 

 

 

合計 

２１．４ (46.3) 

１２．８ (27.7) 

１２．０ (26.0) 

 

 

 

４６．２(100.0) 

 

(6) 計画諸元 

ア 開発面積  ４６．２ ｈａ 

イ 貨物施設  国内：貨物需要量 18,000t/年 

            地区面積 0.6ha、施設面積 1,120 平方メートル 

        国際：貨物需要量 46,000t/年 

            地区面積 2.7ha、施設面積 11,715 平方メートル 

ウ 発生交通量 約２，０００台／日 （貨物基地） 

エ 従業員数  １２０人 （貨物基地） 

オ 汚水発生量 １４．４立方メートル／日 



(7) 工期等 

ア 工 期   ２５か月 

イ 移動土量  ２７０万立方メートル 

ウ 搬出土量  １７万立方メートル 

   

２ 関係地域住民への周知結果 

(1) 調書の公開縦覧 

・縦覧期間(土・日曜日を除く｡） 

平成８年１１月２９日（金）～平成８年１２月１６日（月） 

・縦覧時間 

午前８時３０分～午後５時 

・縦覧場所 

・岡山県庁（空港整備室） 

・岡山県岡山空港整備事務所［岡山市日応寺 1535］ 

・岡山市役所（環境保全課） 

・岡山市津高支所［岡山市栢谷 1682］ 

・周知方法 

・関係地域各戸に周知文書配布 

(2) 概要書等の配布 

・対象地区  

岡山市日応寺地区の全部、菅野・富吉・三和地区の一部 

・対象戸数 

３３１戸 

(3) 説明会（会場及び日時） 

・日応寺公民館：平成８年１２月 ６日（金） 午後６時 30 分～８時 45分 

・西菅野公民館：平成８年１２月１０日（火） 午後７時  ～８時 40分 

(4) 意見書の提出  

なし 


